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① 地域等の多様なコミュニティとの連携・貢献 
中央大学は、すべての人や組織がそれぞれ異なる環境と文化をもつ様々なコミュニティ、とり
わけ地域コミュニティのなかで生きることを自覚し、これらのコミュニティと連携し、これに
貢献します。そのために、地域自治体との政策連携、大学の施設と知的資産の活用、学生や教
職員のボランティア活動の支援等を通じて、地域をはじめとする多様なコミュニティのニーズ
に応じた活動を持続的に展開します。

② 教育機関としての社会連携・貢献 
中央大学は、教育の過程にも多様なコミュニティとの連携を取り入れ、学生の学びの過程自体
が社会貢献となるように、社会からのフィードバックを得ながら、教育活動を行います。特に、
留学生交換、教育研究者の派遣と受け入れなどを促進し、多様性のある地球規模での人的・知
的交流による相互理解の拠点となることを目指します。

③ 研究機関としての社会連携・貢献

中央大学は、研究活動を大学キャンパスに閉ざすことなく、国内外の研究者や学術研究機関と
協働し、また産官学や多様なコミュニティとの信頼に基づく連携を進めます。そして新たな知
的基盤形成に向けた環境構築に貢献するとともに、社会が求める多様な知的資産を創出します。

中央大学が展開する社会連携と社会貢献

以上に基づき、中央大学は、特に次のように社会連携と社会貢献を展開します。
中央大学はこの「理念」に基づき、大学としての社会連携・社会貢献の活動を深化させることと、
すでに本学が行っている様々な社会連携・社会貢献活動に関する情報を集約し社会に向けて発
信していくことに努めます。

教学報告

中央大学の社会連携と社会貢献に関する理念が確定しました

　中央大学は、これまで、「広く知識を授け、

深く専門の理論および応用を教授・研究し、

もって個性ゆたかな人間の育成を期するとと

もに、文化の創造・発展と、社会・人類の

福祉に貢献することを使命」（中央大学学則

第2条）として、建学の精神である「實地應

用ノ素ヲ養フ」教育と研究を発展させるとと

もに、これら教育研究活動を通じて、広く社

会に貢献することに努めてきました。今日に

おいても、中央大学が求められている基本的

な役割とは、教育研究を広く展開し、中央大

学で学んだ有為な人物を社会に送り出すこと

と、その研究成果をもって社会を豊かにする

ことにあります。

　しかしながら、私たち中央大学には、こう

した教育研究活動の成果をもって社会に貢献

することのみならず、新たな役割として、そ

の教育研究活動自体を社会のなかで、社会の

要請に応えて、社会と協働して行うこと、さ

らには、長い歴史と伝統のなかで蓄積された

知的・人的・物的な資産と多様な年齢構成と

背景を有する3万もの学生および教職員を擁

する大学組織市民として、社会に開かれた活

動を行うことが、求められています。大学が

新たな役割を担うことで、新たな価値が生み

出されます。この新たな価値は、学生をはじ

め大学構成員に還元され、大学がさらに社会

社会連携・社会貢献連絡WGのようす
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に開かれた活動を行う源泉となるのです。

　そこで中央大学は、大学の本来的使命お

よび機能としての教育研究に加えて、「社会

連携」（教育研究活動における中央大学外の

人・組織・コミュニティとの協働）と「社会

貢献」（地域社会・日本社会・国際社会のみ

ならず、経済社会や文化的コミュニティ等、

広い意味での社会全体の発展への寄与）を新

たな使命として位置づけ、「行動する知性。

-Knowledge into Action-」のユニバーシティ

メッセージのもと、人的・物的・組織的体制

を整えて取り組みます。また、こうした取り

組みによって、本学が展開するキャンパス周

辺をはじめとする地域社会や日本社会全般に

おける具体的問題のみならず、人類の抱える

地球規模の問題解決に貢献する決意を表明し

ます。

　2014 年４ 月１日 付 で、学事部企画課 に

ＩＲグループが設置されました。

　2011年４月１日、大学が公的な教育機関と

して、社会に対して説明責任を果たすととも

に、その教育の質を向上させる観点から公表

すべき情報を法令上明確にし、教育情報のいっ

そうの公表を促進することを目的に、「学校教

育法施行規則等の一部を改正する省令」が施

行され、大学の情報公表が義務化されました。

　情報公表が義務化されると、大学は学内情

報の収集・整理・加工をし、一元管理するた

めにデータベースを構築することが必須とな

ります。これらの活動が、ＩＲ（Institutional 

Research）と言われ、米国の大学で発達して

きた機能です。さらに近年では、各種情報を

大学間で比較することや情報交換等が活発化

するのに伴い、ＩＲの機能が情報管理のみな

らず、大学改革等に資する情報の分析や、企画・

立案といった機能にまで拡充されてきました。

　本学においては、このＩＲ機能がなかった

わけではなく、毎年次の自己点検・評価活動

（学生からの評価分析を含む）をはじめ、アド

バイザリーボードによる外部評価、高等教育

制度調査、財政検証等、複数の視点から自己

分析を行い、本学の改革に資する活動はして

きましたが、既存のＩＲが学内の専門分化し

た組織（学部ごと等）によって行われる傾向

が強く、全体としての大学改革基礎資料とし

て活用しづらい面があり、その体制整備につ

いては、喫緊の課題でありました。

　今般設置したＩＲグループでは、それらの

機能を充実させ、大学改革に資する情報管理、

分析を推進していくとともに、これを本学の

内部質保証にも役立てていく予定です。現在、

直近の取り組みとして行っているのが、今秋

に導入される「大学ポートレート」への対応

です。

　「大学ポートレート」とは、2011年４月の

情報公表の義務化に続き、2012年６月文部

科学省の「大学改革実行プラン」に基づき「大

学ポートレート（仮称）準備委員会」による

検討を経て、2014年10月から稼働されるデー

タベースを用いた教育情報の活用・公表のた

めの国公私立共通的なしくみです。本学にお

いても、この「大学ポートレート」に積極的

に参加し、大学進学希望者や保護者、進路指

導者等に本学の特色や教育研究の取り組みを

伝え、多くの教育情報を掲載することによっ

て、本学独自の特色・魅力・強みを公表する

とともに、教育情報の活用・公表を通じて、

自ら分析を行うことにより、教育・研究の改善、

質保証、自己点検、外部評価、ＦＤの推進等

に取り組んでいく予定です。　

ＩＲグループの設置について




